
畢論
　

灘鰐
叢

.

論
調

皿叢

戦

後
に
於
け
る
濁

逸

の
財

産

視
々
論

ず

:

利
潤

配
分
實
施
上

の
諸

問

題

・

需
要

曲
線
供
給
曲
線
及

び

偵
格

曲
線

・

職
後

独
逸

の
肚
會
{土
義
運

動

:

・

時

婚
姻

税
制
整

理

の
圭

.要
問
題

に

就

き
て

・

説

苑

蕾

岩

國
藩

の

製

紙

原

料

保

護

政

策

・

我

國
在

来

の
商

業
帳

簿

・

所

得

と

労

賃

・
:

、・
:

・
:

・

雑

録

ド
①×
冨

の
公
共

面

趾

観

:

最

近
我

國

・於

・る地

方

費

・組

成

・増

加

國

際

労

働

立

法

:

:

:

.
法
學
博
士

.
法
學
博
士

。
法
學
博
士

.
法
學
博
士

河 河 田 小

田上畷

嗣 錦 太

郎 肇 治 郎

・
法
學
憾
宝

祚

戸

正

雄

.
経
濟
學
士

.
注

學

士

:

経
済
翠
玉

・
法
學
博
士

●
・
経
済
翠
玉

・
・
法
學
博
士

堀 大 吉

森 川

維 研 元

夫 造 光

河 小 財

田 山 部
田

圃 小 静

郎 七 治



我

國

在

来

の

商

業

帳

簿

大

森

研

造

第

一
、

序

口

商
業
候
爵

は
管
業
の
鏡
な
b
、
歴
史
な
り
、
即
ち
商
人
は
商
業
帳
欝

に
依

っ
て
始
め
て
過
去
を
稽

へ
現
在
に
徴

し
将
來
を
蛍
策
し
得

る
も
の
に
し
て
、
商
業
帳
簿

の
完
否
は
實

に
其
國
商
業
の
盛
衰
消
長

に
聞
す

る
こ
蓬
頗

る
大

な
り
ご
謂
ふ

べ
し
。

夫
.れ
太
古
人
智
禾
だ
啓
け
ざ
る
時
代
に
在
り
て
は
帳
簿
記
録
の
必
要
を
威
す
る
こ
ε
な
く
、
或
は
縄

に
結
節
を

作
り
、
或
は
木
片

に
切
目
を
附
し
て
備
忘

の
用
に
供
せ
し
が
、
漸
次
時
代
の
進
化
す
る
ご
共
に
片
々
の
吊
紙
を
以

て
共
用
に
充
て
、
更

に
其
散
逸
を
避
け
ん
が
た
め
に
之
を
綴
b
合
せ
、
術
ほ
進
ん
で
は
手
控
檬
の
も
の
を
以
て
記

録
計
算
の
便
を
圖

る
に
至
れ
り
、
其
後
注
律
脛
濟
の
思
想
鞍
達

し
財
産
の
観

念
進
歩
す
る
に
從
ひ
て
、
手
控
備
忘

録
の
他

に
特

に
財
産
を
慮
理
計
算
す
る
方
法
の
必
要
を
感
じ
、
藪
に
帳
簿
の
形
式
及
び
記
入
方
法
を
も
考

へ
漸
く

を
の
利
便
を
撓
り
窪
れ
ざ
も
、
街
ほ

一
貫
せ
る
規
律
習
慣
な
く
、
家
々
各
其
流
儀
を
異
に
し
未
だ
以
て

一
般
的
帳

合
法
を
形
成
す
る
に
至
ら
で
、
然
る
に
商
業
の
獲
達
す
る
に
随
ひ
漸
次
商
取
引
を
記
録
す
る
商
業
帳
簿

に
於
て
殊

説

苑

我
国
在
来
の
商
業
帳
簿

第
十
二
巻

(第
五
號

一
一
七
)

七
七
五



■

、
説

苑

我
国
在
来
の
串間
業
曖
薄

粥
十
二
巻

(第
五
號

一
一
八
)

七
七
六

に
著
し

ぎ
進

歩
改
良

を
促

せ
り
、
即
ち
金
銀

の
出

入

に
金
銀
出
納
帳

、
商
品

の
費
買

に
仕

入
帳

費
上
帳

、
店
.費

の

仕

彿

に
雑

用
帳

の
類

を
用

ひ
、
値
入

ざ
の
貸
借

に
は

大
幅
帳
を
備

、へ
て
其

牧
支
を

明
か
に
し
以

て
管
業
損
益

の
如

何
、
身
代

の
現
況
を
明
瞭
な
ら

し
む

る
こ
ε
に
努

め
た

り
、
但

し
此
方
法

も
最

初
は
極

め
て
粗
雑

の
も

の
鶴
り

し
が

漸

次
改
善

せ
ら
れ

て
所
謂

軍
式
簿

記

ざ
な
り
、
更

に
肚

會

の
事
物
複
雑

の
度

を
増

す

に
及

び
、
在

來
数
多

の
帳
簿
を

用

ひ
類
別
記
入
を
篤

し
陀
る
も
,の
を
唯

「
の
原
簿

に
蒐

め
、
貸
借
卒
均

の
理

に
依
り
て
取
引

を
受

渡
の
裏

方

に
記

入
し
以
て
資

産
負
債

ε
損

失
利
益

ご
を

正
確

明
瞭

な
ち

し
む

る
所
謂
傾

式
簿

記
を
形
成
す

る
に
至
れ
り
・
近
世

に

至
牡
更

に
複
式
簿

記
が
日
記
帳
元
帳
及

び
補
助
簿

を

併
用
す

る
結
果

記
入

の
重
複

よ
り
生
す

る
聴
聞

ε
勢
力

の
徒

費
を

節
約

せ

ん
が
π

め
に
、
或

は

O
。ぎ
日
昌
母

o
「
弓
筈

巳
鴛

ω
誤
鼠
導
を
用

ひ
、
或

は
口
座

の
移
動

加
除

を
自
由

な

ら

し

め
ん
が
た

め
に
在
來

の
綴
合

帳
簿

(しd
o
目
亀

し弓
o
o
冨
)
に
代

ふ
る
に
非
綴
合
帳
簿

(⇔
⇒
σ
自
註

切
o
o
訂
)即

ち

∩
㊤
「α
しD
団
ゆ汁⑦
ヨ
・
<
o
G
。淳
「
し自
図
無
①ヨ
・
目
o
o
沸
I
Hの無

しq
団
。。叶①
日
ー
コ
一一轟

調
嶺
寓
目
雪
国
旨
く
匹
o
陀

し∩
塩
冨
β

鴫
δ

司
o
「ヨ
9

し。遺

の
日
・
等

を
案
出
す

る
に
至
れ
り
。

醗

っ
て
我

国
に
於
け

る
商
業
帳
簿

の
攣
縫

を
縄
ぬ

る
に
、
史

家
之
を
載

せ
す

私
案

の
之

を
記
す

る
も

の
な
し
、

加

之
省
記

古
帳

は
既

に
概

ね
磨
滅

し
、
詳
悉

し
能

は

ざ

る
も
の
甚
だ
多

し
、
惟

ふ
に
是

れ

一
は
我

國
が
建

國
以
来

農
を

以
て
國

の
大
本

ε
為

し
商
家

の
業
セ
賎

し
み
た

る
結
果

た

る

べ
し

蓬
は
謂

へ
、
叉
我
国
在
来

の
商
業
帳
簿

が

殆

ん
ε
手
擦
備
忘

録

の
域
を
醸

せ
す

且

つ
封

個
人
的

の
も

の
ヵ
り
し
が
た

め
、
之

が
秘
密
を
伺

ぴ
公
開

を
喜

ば
す

必
要
下
れ
ば
概

ね
嶢
棄
せ

し
結
果

た
ら
す

ん
ば
あ

る

べ
か
ら
す

、
故

に
藪

に
論
説
す

る
所
も

唯
断
片
的

記
録

ご
稀

軋
残
存

せ
る
奮

記
古
帳
を
撰
集
探
綴

し
て
僅

か
に
そ

の

一
斑
を

窺

識
に
過
ぎ

ざ
る

の
み
、
随

て
時

に
或

は
大

に
考

1)LawrenceR・Dicksee,Auditing,PP .51-53G.Lisle,AccountinginThe∩ry

andPractice,VP.II4一117
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F

索

を

失

し

狸

断

に
陥

る

な

き

を

保

し

難

き

も

、

そ

は

一
般

識

者

の

仁

激

ε

他

日

の

詮

索

ε

に

依

り

訣

遣

な

か

ら

し

め

ん

ε

欲

す

。

(註

一
×
註
二
×

註
三
)

(註

一
)

商
業
帳
簿

(∩
9
コ
5
臼
6
一巴

o
「
↓
「巴
①
劇
。
。
岸
い
一
目
一三
窃

器

∩
。
ヨ
目
頭
〔o
冒
コ
m
民

Φ
『
げ
口
島

Φじ

に
會
計
帳
簿
叉
に
商
業
帳
簿
ξ
も

謂

ひ
・
曾
計
學
上
廣
義
に
ば
直
接
問
壕

旨

業
に
關
係
あ
る
帳
簿
は
総
て
之
々
商
業
帳
簿

こ
構
し
、
狭
義
に
に
商
人
が
其
瞥
業
財
産
な
整
理
す
.

う
に
必
要
な

る
帳
簿
奄
拙
ぜ
ご
』
「
法
律
上
即

ち
商
法
學
者

の
所
謂
商
業
帳
簿

こ
は
商
人
の
螢
業
及

び
財
産
の
状
況
心
明
か
に
、一噸
ろ
が
爲
め
商

法
の
調
製
な
命
じ
た
ろ
帳
簿
た
謂
ふ
、
從
て
現
今
我
國

に
於

σ
ろ
法
律
上
の
商
業
帳
簿
ば
現
行
商
法

二
十
五
條
二
十
六
條
が
調
製

葎
命
す

ろ
日

の

記
帳

、
財
産
目
録
、
貸
借
剴
照
表
の
三
種

に
限
定

す
う
も
の

㌦
如
し
。

(註
二
)

福
田
博
士
ぱ
夙
に
コ
貸
借
的
世
界
観

の
嶺
生
ミ
複
式
餌
記
法

」、
企
業

の
構
想
ε
複
式
簿
記
法

」及
び
「
ラ

グ
ザ

の
.商
業
帳
簿
」等

の
論
文
心

鰻
表
ゼ
ら
れ
、
「
複
式
簿
記
法
ぱ
輝

濟
組
織

に
不
可
峡
伜
随
條
件

ミ
爲
り
、
企
業
の
中
心
に
此
総
勘
定
元
帳

の
撮
盆
勘
定

匡
集
中
ぜ
ら
れ
、総
て

の
資
本
的
企
業
に
簿
記
法
の
劃
定
ぜ
る
範
圏
内
に
於
て
其
原
則
に
從

っ
て
行
動

す
る
な
以
て
精
榊
こ
寫
す
に
至
れ
り
」
ミ
以
て
簿
記
怯
亜
ート
商

的

業
帳
簿

り
如
何
に
重
要
な
う
か
炬
高
潮
ぜ
ら
れ
た
り
。

(註

三
)

幅
澤

諭
告
氏
の
帳
合
之
浅
に
ば
「
帳

合
ば
事
柄
の
學
問
に
て
商
人
の
仕
事
に
近

し
ε
云
ひ
・
見
世
先
昔
の
真
魚
あ
り
こ
云

ひ
、犬
樟
の
取

扱
に
不
風
流
延
包
の
運
送
に
殺

風
景
な
ご

」
て
之
侮
蔑
し
む
よ
り
し
て
人

な
る
了
簡
蓮
も
出
来
し
ミ
な
ら
ん

、
斯
の
如
く

、
、の
皐
閏
な
煙
し
く

看
做
ぜ
し
が
故
に
、
真
直
て
起
り
し
年
代

々
も
知
り
難
く
し

て
唯
こ
れ
々
推
量
す

み
の
み
な
れ
.ε
も
・
古
よ
り
髄

に
事
實

に
行
は
れ
た
ろ
ば
疑

あ
ら
ざ
う
な
り
L
定
あ
り
。
.

-

第

二
、
我
国

に
於
け

る
帳
簿

の
起

源

の

今
我
國
に
於
け
る

一
般
.帳
韓
の
濫
觴
を
尋
の
る
に
其
因

っ
て
來

る
所
頗
る
遠
ざ
が
如
し
、燕
石
雑
話

に
は
「中
村

ロ

ね

蘭

林
學
山
録

云
、
皇

朝
謂
二
簿
籍

】爲

レ帳

、
貝
原
武

和
薦
椎
、
以

爲
=
今

俗
所

鞠

、
唯
引
・
説
文

・徐

云
、
史
籍
或
借
・

説

苑

我
国
在
来
の
商
業
帳
簿

第
+
二
巻

〔第
五
號

=

九
)

七
七
七

2)竹 田博士 、改訂滑補商法総論三五七頁 、松波博士 改正 日本商 法八一頁、毛戸博士、酋

法継則講 義六四 頁、青木博士 増訂改版新商 法講義 三七頁、s噛 顯 蝋 蔀蝦 塑 難 欝 七七六一七九。頁・膳 聡 七九六一八。楓

1囎 難 織 編撃能 瞭 類聚働 聯 。研七五傾 、

一..一.

」



`

r

説

苑

我
圃
在
来
の
商
業
帳

簿

第
十

二
巻

(第
五
號

}
二
〇
)

七
七
入

国

帳
字

一以
讃
レ
之
、
北
大
失
二
者
索

[耳
、
按

、
新
膚

書

百
官
志
載
、
太
府

寺
下
函

四
人

、從
⊥
ハ
品
上

、
以
曽二

人

一室
=

左
藏
…署
「帳
↓
・ル
み仕
レ署
爲

レ簿

、
在
レ
寺
爲

レ帳
、

又
山居
六

典
、
有
郷
帳
、
言
宋
出
山
有
司
賎
官
、
皆
【…以
二
計
鐘
…一篇

ノ帳
也

然

別
皇
朝

、
高
古
從
二
膚

帯
↓
以

レ候
名

レ
之
也

ε
云

は

れ
し
か
ご
、

櫟
下
老

人
書

影

に
は
李

子
田
が
説

を
引

き
て
曰

く

、
北
魏
書
繹
老

志
日
、
允

象
元
年
秋

詔
日
、
城
中

醤
寺
及
宅
皆

有
二
定
帳
侮
今
人
出

入
之
籍

、
日
二
帳
目

一始

レ之

ε
あ

る
を
見

れ
ば
初

は
人

の
員
を
改
む

る
籍
を

の
み

帳

ε

い
ひ

て
、
押

な

べ
て

の
計
簿

を
ば
謂
ざ

る
が
・
後

に
は

轄

じ

て
総

て
の
名

ε
は
な
り

し
な

る

べ
し
、
皇
朝

に

も
延

喜
式

神
名
帳
、
民

部
省

の
圖
帳

な
ご

い

へ
る
は
『
古
義

、
レ

能

く

か
な

へ
る
物

ご
ぞ
畳

ゆ

る
」
ざ
あ
り
。
又
和
漢

一二
才
圖

會

に
は

「
麗
麗

司
量
目注
疏
…云
、
古
者
以
二
簡
策

一記
レ
事
、

若
樹

レ
君
即
身
レ
笏
記

レ之

、
後

代
用
レ簿

、
簿

今
芋
版

也

、
按

、
帳

古
云
皇
籍

、
今
多
用
二
帳

「
字

↓
華
儀
典
然

、
則

不

レ可

レ
爲
レ
誤
、
紙

数
縁
結

、
毎

日
用

記

レ
事
、
故

文

名
二
日

記
」
あ
れ
こ
も

、
和
漢
雑
笈
或
問

に
は
「
日
本

の
俗

町

り

ち

も

人
な
ご
の
用
ふ
る
帳
ε
い
ふ
も
の
、
此
帳
の
文
字
偲
な
ら
す
、
帳
は
た
れ
す
な
ご
讀
む
よ
し
、
帷
帳
の
様
な
る
物

に
此
字
を
用

ふ
る
こ
ξ
如
何
、
答

て
曰
く
此
帳

の
字
費
買
な
ご
の
記
に
用

ふ
べ
き
字
な
り
、
さ
て
帳
の
字
を
費
貢

す

る
家
に
用
ふ
る
こ
だ
後
漢

の
極
帯
の
時
よ
り
萬
賞
買
す

る
市
中
に
假
に
木
綿

の
索
帳
を
張
り
て
宮
人
の
往
來
す

る
道
を
分
つ
、
時
に
賓
郭
ご
云
ふ
者

の
萱
物
甚
は
や
り
て
「
寳
市
に
千
金
を
納

る
な
ご
丈
人
賞
翫

の
詞
あ
り
、
然

る
{
繁
昌
し
て

一
日
の
販
費
を
書
き
記
す
竹
巻
を

い
ε
な
む
に
暇
な
か
り
し
か
ば
、
素
帳
の
端
に
書
き
記
.せ
し
ょ

り
し
て
、
世
人
の
紙
に
書
き
付
く
る
費
買
の
記
録
を
帳

ご
專
ら
謂
ひ
し
也
、
右
の
説
は
西
漢
博
聞
別
録
七
巻

に
見

え
た
り
、
日
本

に
て
帳

ε
云
ふ
こ
ご
は
後
学
,多
院
の
比
よ
り
云
ふ
』
ぜ
あ
り
。

由
是
蜆
之
、
我
国
在
来
の
帳
鐙
…が
支
那
よ
り
傳
来
せ
㌧
も

の
な
る
こ
ご
は
疑
ひ
な

か
る

べ
く
、
叉
元
明
天
皇
和

6)日 本祀:會事彙下巻 九四二頁 、和 漢三オ 圖會二五 四頁



'

銅
年
間
既
に
計
帳
、
籍
帳
な
ご

い
へ
る
帳
簿

の
在
在
せ
し
こ
ご
も
史
乗
の
謹
す
る
所
な
れ
ご
あ
、
商
業
帳
簿
が
果

し
て
そ
の
當
時
よ
り
存
在
せ
し
か
否
や
に
就
て
は
逸
ざ
し
て
知
る
に
由
な
し
、
或
は
我
国

じ
於
け
る
商
業
帳
簿
は

和
漢
雑
笈
或
問
に
示
す
が
如
く
後
宇
多
院
の
頃
よ
り

一
般
に
使
用
せ
ら
れ
し
に
は
非

ざ
る
か
ε
も
思
は
る
れ
こ
も

何
等
典
標
を
示
さ
す
、
殊

に
此
書
は
妄
説
多
き
書
な
る
を
以
て
遽

に
信
じ
難
し
。
吾
人
の
考
讃
せ
し
所
喰
櫨
れ
ば

ト

ク
　
ノ

葉
裏

書
覚

え
た
る
永
正
+
君
長

騰

鷲

発
捌
騰

襟

縷

蕪

身
軽
、)
の
土
倉
帳
を
以
て
羅

に
表
は
れ

π

る

我

国

最

古

の
商

業

帳

簿

な

り

こ
す

。

(註

一
)

積
日
本
紀

に
元
明
天
皇
和
銅
五
年
五
月
甲
申
、
太
政
官
奏
儒

郡
司
有
能

、
繁
二
殖
戸
ロ

一
、
増
三
盆
調
庸

一、
勧
=
課
農
桑

】
、
人
少
二
賢

乏

】
・
禁
二
漸
補
逃

一
、
璽

　浅
盗
賊

「
、
籍
帳
背
戸
口
無
レ
遣

ミ
め
り
。

(註

二
)
.
梅
園
日
記
に
も
和
漢
難
笈
或

問
の
偏
説
多
く
信
じ
難

き
な
説

明
し
て
曰

く

『此
薙
笈

に
人
の
耳
馴
目
馴
ぜ
ρ
書

名
奄
偏
遺
し
て
妄
説
多

き
物
な
り
.、雨
渓
博
聞
ε
い
ふ
書
は
.十
二
巻
あ
り

}
よ
り
七
に
至
て
前
漢
書

の
語

た
、八

よ
り

十
二
に
至
て
後
漢
書
の
語
な
類
怨
分
け
て
抄
録
し

た
ろ
書
な
り
、
さ
!.
ざ
も
別
銀

宝
云
ふ
も
の
あ
ろ
な
し
、
叉
木
綿
吊
帳
に
染
替
武

帝
紀

に
始

め
て
見
え
て
漢
の
時

ド
は
未
だ
あ
ら
ざ
る
な
り
』
ぐ、

第

三

、

徳

川

時

代

以

前

の
帳

簿

今
史
籍
に
現
は
れ
た
る
徳
川
時
代
以
前
の
帳
簿
を
掲
ぐ
れ
ば
概

ね
左

の
如
し
。

,
柑
幌

古
語
拾
遺
に
「
至
二
大
卒
年
中
↓
勘
二
造
紳
帳

一、
中
臣
專
レ権
、
任
意
取
捨
」
。

む

む

む

　

興
起
稻
帳
、

積
日
本
紀
に
は
「
元
明
天
皇
和
銅
二
年
、
夕

諸

国
上
二
興
起
稻
帳
と

。

親

苑

我
国
在
來
の
商
護

簿
.

・

第
+
葱

(節
義

一
三

)

七
七
九

甲

9

.



「

説

苑

我
圃

在
来
の
欝

業
帳
簿

.

第
十
二
巻

(第
五
號

】
二
二
)

七
八
O

む

む

　

む

　

ゆ

む

む

む

む

む

む

　
　

む

　

大
計
帳

、
四
季
帳

、
見
丁
帳
、
青
苗
簿

、
輸
租

帳

。

む

む

　

　

　

　

む

　

む

　

む

　

む

む

む

綾

日

本

紀

に
「
元

正

天

皇

養

老

元

年

、

似

三
大

計

帳

四

季

帳

、

⊥
ハ
年

見

丁

帳

、

青

苗

簿

、

輸

租

帳

等

式

「
、

領

二
下

七

道

諸

国

「。

(註

こ

(註

[
)

積
日
本
紀
考
讃

に
に
「
大
計
帳
、
民
部
式
内
、
凡
京
職
諸
圃
大
幅
者
、
毎

レ
至
二
班
用
之
年

一
、
五
識
已
下
男
女
顯
注
二
年
紀

一文

云
・
出

墨
隈
郷
戸
課
丁
帳

、
藏
附

;
大
幅
使

】
、
按

、
大
帳

所
謂
計
帳

、
此
云
二
大
計
帳

】
即
是
也
、
四
季
帳
、
叉
云
凡
式
部
導
入
色
之
徒
・
鷹

レ
徴
二
兎

課
役

一、
季
帳
者
四
孟
月
十
六
日
、
各
車

レ
官
、
官
符
舜

レ
腹
下
レ
省

、
煮
豆
勘
辮

、
無
因
造

レ
符
、
至
二
後

置
月

一
.、
申

レ
官
衙
下
」
こ
あ
り
。

　

　

　

む

む

諸

国
按

田
幡

三
代
實
鍮

に

「
清

和
天
皇
貞
観
四
年

、
太
政

官
慮

分
諸
國
校

田
帳

、
自
今
以

後
准
二
擦

火
帳

一、
不
レ
許
二
損
減

一、
若

有
レ
所

レ損

、
爲
レ
側
近

帳
、
但

非
=
常
損

一着

令
二
別
録

言
上

こ
。

　

　

む

　

む

延
喜
式
諸
帳
.

諸
国
視
返
帳
、
租
税
盆
帳
、
正
税
倉
附
帳
、
租
目
録
帳
、
同
損
益
帳
、
官
舎
拝
池
満
幅
、
修
理
勢
多
橋
用
途
帳
、

諸
國
粗
碾
甥
且
圭
違

青
苗
簿
帳
、
郷
帳
、
國
帳
、
正
視
眼
、
期
祉
主
税
、
神
明
帳
、
興
起
稻
帳
、
賢
録
帳
、
槍
交
替

使
帳
離

。

　

む

　

む

む

む

む

　

ロ

民
部
省
圖

帳

、
水

帳

積
日
本

紀

に
「
天

正
+
年

.
令

下
天

下
緒

国
造

二
国
郡
圖

進

上」
ε
め
り
、

日
本

後
紐

に
は
「
延
暦

+
五
年
、勅

二
諸
國

「

地
圖

事
蹟
宜

二
更
令
レ
作

レ
之
、
」

ま
陀
職

原
抄

に
も

「
有

二圖
帳

国
郡
膀
示

一載

以
明
白
謂
二
之
民
部
省
圓
帳

一」

ε
見

ゆ
。
(註
二
)

、

7)農 政座右下巻一六 頁



(註

;

中
山
借
名
氏
ば
圖
帳
水
帳
な
説
明
し
て

「
国
郡
の
圖
あ
り
て
其
間
に
孫

の
榜
示
挿
租
税
貴
賎
の
…

差

ご
、
つ
ば
ら
に
の
莫

る
も

の
な
る
べ
』

凡
そ
民
部
省
圖
帳
三

至

も

の
食

僅
か
匹
奪

ろ
あ

め
れ
こ
も
皆
信
じ
雑
書

の
な
り
」
も

蚤

圏
類
説

に
皆

或
書

に
水
帳

は
御
鬮
帳
ご
書
く
べ
し
、
民
部
省

の
大
圃
帳

な
云
ふ
こ
こ
な
噂

ε
見
09
、
按
ず

る
に
、
槍
地
帳

に
水
帳
な
書
く
こ
と
土
地
な
本
土
ご
云

ふ
故
下
略
な
り

ε
云
ひ
、
叉
田
は
水
た
第

一
ざ
す

ろ
故
な
り

芝
云
ふ
、
何
れ
も
附
會
の
脱
獄
り
、
御
圃
ε
氷

ざ
和
訓
同
じ
膏
敏
い
つ
ご
な
く
書

の

音
違
ひ
し
な
ら
ん
」
ピ
あ
り
。

む

　

　

む

む

戸

籍
、
人
別
帳

日
本
紀

弔
「
孝

徳
天
皇

大
化

元
年
、

詔
二
国
司

等

H日
、
.凡
國
家

所
レ
有
公
民
大

小
、
所

レ領

人
衆

、
汝
等
任

レ
之
任
皆

作

二戸
籍

「、
及
絞

出
畝
其

園
池

水
陸
之
利

、
與
二
百
姓

一倶
、
文

目
、
其

於
"【倭
国
大
照

一、
被

レ遣

二使

者

一、
宮
造

二

戸
籍

一#

校
二
田
畝

一、
往

日
、
謂

・検

=
雇
墾

田
頃
畝

及

風
戸
年

記

H、
叉
日
、
遣
二
使
者
於
諸
国

H、
録
二
民

元
敷

】、
又

白
雉

三
年
三
月

、
造
二戸

籍

一、
凡
五

十
戸

爲
レ
里
、
毎

レ里

長

一
人
、
凡
戸
主
皆
以
二
家

長

一篇
レ
之
」
ε
あ
り
。
(試
三
)

ツ

デ
メ

(註
=
『)

戸
令

に
「
凡
戸
籍
六
年

一
造
、
起

二
十

一
月
上
旬

一
、
依
レ
式
勘
造
墨
刑
爲

レ
巻
、
惣
篇
二
三
温

一
、
具
縫
皆
注
二
其
國
其
郡
真
星
其
年
籍

】
、

五

月
三
十

「
日
内
詫

、

一
通
申
二
総
太
政
官

一
、

一
通
留
レ
國
、
其
難
戸
陵
戸
籍
、
則
更
埴
脅
逡
麗二
小
司
一
、」
ぐ㌔
り
。
倭
名
砂
に
に
籍
に
和
名
不
美

太

ミ
云
ひ
、
文
字
集
略
に
は
籍
に
民
戸
戸
の
書
隠
し

て
古
ば
牒

麺
以
て
す

ε
あ
り
。

　

む

　

　

ロ

む

　

り

む

む

荷
以
上
の
外

に
太
田
交
(貞
慮
年
間
井

に
丈
治
五
年
)
、
圖
田
帳
〔弘
安
八
年
)
、
作
田
勘
女
(
弘
安
こ
年
W、
田
畑

取
帳
(丈
治
五
年
、
元
徳
二
年
)
薯
各

舟
大
卒
紀
、
東
鑑
、
軸
軒

小
録

に
見
え
た
り
。
古
.延
喜
ご
し
て
現
在
存
す

る

の

も
の
に
は
、
帥
墾
三
年
の
山
城
國
愛
宕
郡
出
雲
郷
中
中

ノ
里
計
帳
(奈
良
正
倉
院
藏
)
、
大
卒
五
年
の
右
京
三
篠
三

ラ
　

の

う

ヨ

エ

ゆ

ミ

も

も

　

坊
計
帳
手
實

(同
上
)
、
天
正
九
年
の
和
泉
監
牧
納
正
視
帳
(
同
上
)
及
び
天
正
五
年
の
豊
後
国
東
郡
問

別
調
帳
、
(豊

後
國
大
分
郡
八
幡
村
柞
原
八
幡
肚
藏
)等
あ
り
。

醗

苑

我
國
在
来
の
商
業
帳
簿

、
第
十
二
巻

(第
五
號

=
一三
)

七
八
一

F
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読

苑

我
国
在
来
の
商
業
帳
簿
.

第
十
二
巻

(第
五
號

】
二
四
)

七
八
二

以
上

は
総

て
戸
籍
帳

若
一
は
租
税
帳

巴
謂

ふ

べ
き

も

の
に
し
て
商
業
帳
簿

に
は
あ
ら
す

、
唯

下
行

銀
償
帳

(於

切

室
海
井
.惑
山
下
行
償
銀
帳
)
、
井
に
騨
軽
銀
の
如
き
も
の
な
き
に
め
ら
ざ
れ
こ
も
、
是
等
も
商
人
〔供
給
者
側

)
の
記

鍮
帳
簿

に
は
非
ら
す
し
て
消
費
者

へ需
要
者
側
)
の
帳
簿
換
言
す
れ
ば
今
日

の
小
遣
帳
類
似
の
も
の
た
る
に
過
ぎ

す
6

・
ト

ク
ラ

此
時
代

に
表
は
れ
た
る
唯

一
の
商
業
帳
簿
は
、
集
古
交
書

に
識
す

る
室
町
時
代
の
末
葉

に
於
け
る
土
倉
帳
な
る

ト

ク
ラ

べ
し
、
即

ち
永
正
十

七
年

の
掟

に

『
土
倉

(今

の
質
屋

)
に
は
土

倉
帳
あ
り
、

訴
訟

に
は
之

に
依

て
決
す

べ
し
』

`

い
ふ
事
あ
り
、

こ
の
土
倉
帳

ε
は
質
屋

の
皇
帳

な
る

べ
し
。
又
之

よ
り

下
り

て
、
天
女
十
六
年

の
規
定

に
は

『
藏

主
就

二
干
逐
電

剛者

以
二
目
記

一相
調

、
至
二
手
銭

不
足

一着

、
其
田
地

屋
鋪

可
二
取
上

…之
、
但
永
代

之
借
用
猷

於
三

一傳

「

お

サ

者
、
不
レ可
レ
懸
レ
之
、
年
期
地
定
事
者
、
可
レ
有
二
其
沙
汰
一
、
年
貢
夫
公
事
導
者
、
當
地
頭
速
可
レ勤
事
」

ε
あ
り
、

藪
に
謂

ふ
「
日
記
」
ε
は
入
質
日
記
帳
即
ち
質
屋
の
毫
帳
な
る

べ
し
、
此
二
例
は
唯
質
屋

に
關
す

る
も
の
な
れ
こ
も
、

常
時
に
於
て
商
業
帳
簿
の
存
在
せ
し
謹

ご
見
る
を
得
.べ
く
、
荷
質
屋
の
み
な
ら
す
他

の
商
人
も
各
自
帳
簿
を
有
し

把
る
な
る

べ
し
、
然
れ
こ
も
當
塒
如
何
な
る
種
類
の
帳
簿
が
如
何
な
る
形
式
を
備

へ
た
り
し
か
は
明
確
淋
ら
す
。

惟
ふ
に
暴
れ
我
國
古
家
農
を
以
て
建
国
の
大
本
ε
な
し
、
課
税
の
根
源

㎝
に
農
産
物
に
求
む
る
の
有
様
な
り
し

か
ば
、
歴
朝
農
を
加
護
翼
廊
せ
し
結
果
、
此
方
面
に
於
け
る
田
租
帳
の
如
き
相
當
の
獲
達
を
な
せ
し
か
ご
、、
商
業
に

至

っ
て
は
殆
ん
ご
之
を
正
業
説
ぜ
す
、
全
く
自
衛
自
治
に
放
任
し
、
否
な
密
マろ
排
斥
鼻
税
せ
し
が
泥
め
充
分
の
騒

蓮
を
遂
ぐ
る
に
到
ら
す
、
唯
僅

か
に
室
町
時
代
の
末
葉
に
於
て
土
倉
帳

の
存
す
る
め
為
し
も
、
そ
の
形
式
内
容
等

知
悉
し
能
は
ざ
る
の
歌
態
に
在
り
。

13)群 集類従第十四輯武家都信玄家法上一一 六頁
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、

第
四
、
徳
川
時
代
井
に
其
以
後
の
商
業
帳
簿

曽

卜

、
徳
川
時
代
昊

り
て
纂

帳
簿
竺

般
に
整
備
し
来
り
た
・
が
聖

、
現
存
す
る
も
の
も
髪

か
ら
ざ
れ
ば
從

て
そ
の
形
式
用
法
等
を
窺
ふ
こ
喜

得
べ
し
、
但
し
そ
の
現
存
す
る
最
古
の
も
の
ε
し
て
多
あ

史
家
は
寛
永
+

一
年
頃
(燗
緩

解

幣
饗

講

糠

野

礪

、
=
ハ。
謬

に
記
録
せ
ら
れ
砦

京
都
の
材
木
曹

木
屋
の
帳
警

視

東
京
白
木
屋
呉
服
店
藏
)
を
推
せ
ざ
も
、
予
の
聞
く
所
に
依
れ
ば
伊
勢
國
松
阪
の
古
長
者
冨
山
家
の
用
ひ
し
元
和

イ
ザ

リ

頃

〔巌
述
蝿
味
胆
配
穂
測
仁
俄
輔
揮
騰
遡
釦
融羅

湘
)
の
帳
簿
(現
伊
勢
國
射
和
村
伊
酸
寺
藏
)を
以
て
現
存
せ
る
我
国
最

古
の
帳
簿

ε
な
す
。

ーロ

今
此
時
代
に
於
て

一
般
に
使
用
せ
ら
れ
セ
る
商
業
帳
簿

の
概
要
を
叙
説

せ
ん
か
(

ラ一
.
帳
簿

の
種
類
ご
用
法

・

く
商
業
帳
簿
の
種
類
は
商
業
の
種
類
ε
其
繁
閑

ご
に
礁
じ
て
多
少
の
相
違

あ
れ
こ
も
、
左

の
七
種
は
散
く

邸、
か
ら

ざ
右
帳
簿

亡
い
ふ
こ
`
を
得

べ
し
。

紛
が
階
帳

一
に
本
帳
叉
は
大
振

ご
い
ひ
専
ら
費
掛
を
綜
記
す
、
即
ち
商
品
の
品
種
箇
敷
横
構
等
を
賞
帳

ぐ

よ
り
、
叉
代
金
牧
人
を
金
銀
出
納
帳
よ
り
登
録

し
差
引
計
算
を
爲
す
も
の
に
し
て
、
彼
我
の
貸
借
は

一
目
瞭
然
陀

ら
し
む
、
普
通
の
商
家
に
在
り
て
は
尤
も
緊
要
の
帳
簿
な
れ
ば
、
主
人
番
頭
の
外
之
を
取
扱
は
し
め
す
、
甚
だ
し

き
は
主
人
之
を
保
管
し
て

}
切
.使
用
人
の
展
見
を
許
さ
ゴ
.る
も
の
あ
り
き
切

切
興
ぼ

問
屋
に
在
り
て
仕
切
帳
目
録
帳
叉
は
買
日
記
ε
消
し
、
仲
買

に
在
り
て
何
々
買
入
帳
或
は
仕
入

く翫

苑

我
国
在
來
の
商
業
帳
簿

第
十
二
旛

(第
五
號

】
二
五
)

七
八
三

1勾 大阪市 史第二巻三一七 一三一九頁

徳 川時代商業叢書第三雀九一頁以下

郷漱 僻一八六七 一一入六八頁以下



説

苑

我
国
塞

の
商
業
帳
簿

第

+
二
巻

(第
五
號

一
】
一六
)

七
八
四

帳
ざ
構
す

る
も
の
皆
之
に
屈
す
、
商
品

の
買
人
を
明
記
す
る
帳
簿
な
り
、
即
ち
問
屋
底
商
品
の
敷
量
償
格
諸
入
費

等
を
各
再
認
の
帳
簿
よ
り
買
帳
に
繭
記
し
、
本
帳
よ
り
荷
主
に
渡
す

べ
き
仕
切
書
目
録
書
を
作
り
、
叉
仲
買
は
商

品

の
代
銀
及
支
挑
高
を
金
銀
出
納
帳
よ
り
本
帳
に
登
録
し
差
引
計
算
を
な
す
。
(註
こ

(註
ご

比
翼
樫

聞
屋
に
よ
貴

貸
主
の
名
前
鷺

の
箇
数
債
難

波
期
限
の
み
蕪

入
し
・
別
に
仕
切
書
或
旨

鋒
帳
に
於
て
明
記
計
筆

む

な
す
者
あ
り
、
如
斯
其
買
帳
々
二
種
若
く
は
三
種
に
分
つ
ば
商
業
の
繁
閑
に
依
り
て
一定
ぜ
あ
。

ラ

　
ヤ

テ
グ
ミ

↑
費
帳

問
屋
に
於
て
値
紙
帳
或
は
市
費
帳
蓬
爾

し
、
仲
買
に
於
て
當
座
帳
費
上
横
文
は
市
費
帳
ご
構
す

る
も
の
皆
之
に
厨
す
.
商
品
の
賞
渡
を
明
記
す

る
帳
簿
な
り
、
乃
ち
問
屋
は
仲
買
に
費
渡

の
契
約
を
爲
ぜ
る
際
其

箇
数
償
揺
等
を
本
帳
τ
記
入
し
、
叉
仲
買
は
仲
間
間
の
費
買
に
は
箇
数
贋
格
等
を
市
費
帳

に
記
入
し
、
他
國
商
人

及
び
需
要
者

に
費
渡
し
た
る
商
品
は
其
箇
数
償
格
等
を
往
交
帳
及
各
車
記
の
帳
簿
よ
b
當
座
費
上
帳

に
登
録
し
・

之
に
擦
り
て
仕
切
書
目
録
書
を
作
る
も
の
ε
す
。

う

し
へ
も

↑

斐

帳

他
国
吏

　

商
・賢

人
を
斐

し
奪

或
は
他
国
突

茜

口叩
鍵

の
契
約
を
爲
せ
し
.
.照

特
、
そ
の
口叩
位
箇
潜

筋

隈
等
を
記
入
す
る
帳
簿
な
り
,

購

う

リ

も

へ

も

へ

吟

聡

傭

版

金
還

塾

切
を
記
入
す
る
帳
簿
な
り
.

陥

卜

金
銀
請
受
帳
ヌ
は
判
取
帳

金
銀
を
他
人
に
渡
し
北
る
時
、
そ
の
請
取
を
記
載
せ
し
め
、
後
日
の
謹

蜷

振
ε
な
す
帳
簿
を
云
ふ
。

'

、

融

ω

霧

欝

荷
物
を
渡
し
た
・
時
其
叢

を
記
載
せ
し
・
慧

為

す
帳
繋

り
・

燗

ウ
ケ
カ

シ

以
上
の
諸
帳
簿

の
外
、
懸
帳

(叉
は
懸
金
帳
)
、
水
上
帳
、
書
出
帳
、
荷
物
掲
入
帳
、
浮
貸
帳

、
擁
帳
、
長
月
帳
、

燭



ア
ゲ

【

合
日
記
、
出
荷
帳
や
齋
品
取
引
通
、
上
荷
帳
、
掛
敷
幅
、
両
替
運
賃
渡
帳
や
積
出
荷
物
明
細
帳
、楡

入
荷
明
細
帳
㍗

日
用
帳
、
諸
品
制
帳
、
積
出
帳
、
入
船
帳
、
下
り
物
買
帳
、
荷
受
帳
、
目
録
差
引
帳
、
歩
止
り
帳
、
勘
定
帳
、
東

ミ

セ

京
積
日
記

、
日
記
帳

、
右

衽
帳

、
荷
造
帳

、
諸
国
積

入
帳

.
差
引
帳

、
鳥
見
帳

、
賞
揚
帳

、
計
算
帳
、
職
手
間

擦

フ
ウ

タ
イ

帳
、
荷
物
元

割
帳

、
仕
切
寓

、

爲
替
帳

、
爲
替

運
賃

帳

、
風
袋

帳
、
水

揚
俵
合
帳

、
取
替

帳
、
相

場
帳

、
桝
廻

し

ハ
ン
カ
ガ
ミ

帳

、
割
鑑
、
來
献

握
箸

の
如

き
も

の
を
備

ふ

る
も

の
め

れ
こ
も

、
畢

竟
費
帳

買
帳

及
ぴ
金

銀
出
納

帳
の
三
種

を
以

て
最
も
緊
要

こ
し
、
之
を
大
幅
帳
を
以

て
総
括
す

る
も

の
に
し
て
、
自

飴

の
帳
簿

は
取
扱

の

一
部
分
を
記
録
す

る

に
過
ぎ
す
。

(註
二
、

　
の

(註

二
)

〔
一
瀞

糖
仲
買
商

の
使
煙

し
帳
簿
・
こ

て
「塵

賢
俊
、
荷
物
渡
帳
、
萬
掛
帳

、
金
銭
渡
帳

、
買
魍

等

あ
り

、
三

藥

種
商
の
使
用

ぜ

し
帳
簿

ド
「
性
交
費
上
帳
、
遠
国
萬
掛
帳
.
荷
物
判
取
帳

、
荷
物
積
付
帳
、
荷
物
水
揚
帳

、
仕
切
帳
、
當
座
帳
、
費
掛
帳
、
書
出
留
帳
、
限

・
差

引
…帳
、
金
銀
剣
取
帳

、
荷
物
列
取
帳
、
常
座
品
壷
渡
判
欺
帳
、
毒
劇
薬
剣
取
帳
、
浮
貸
帳
、
荷
台
帳

、
金
銀
出
入
帳
、
買
物
帳

、
買
上
帳
、
佛

口
幅

」
等
あ
り

、
其
他

(三
)
呉
服

問
屋
晦

F
「
當
座
帳

、
大
幅
帳

・
仕
入
帳
、
出
荷
帳
、
浮
貸
帳

、
金

銀
出
入
帳
・
金
銀
判
取
帳
、
荷
物
判
取
幡
、

ゆ

商
萱
口
叩
當
極

貧
帳

」
、
〔四
)
突
眼
仲
買
商
に
,
買
入
帳
、
大
鵬
帳
、
商
品
営
庭
貸
通
帳

、
浮
貸
帳

(爲
見
帳
)
、
諸
晶
判
取
帳
、
金
銀
判
取
帳

・
金

り

銀
出
納
帳

」
、
(
五
)
添
窩
問
屋
酋

に
「
水
揚
帳
〔
市
帳
、
費
上
帳

、
荷
物
渡
帳

.
仕
切
帳

、
金

銀
判
取
帳
」同
仲
質
商
に
]
仕
入
帳
、
往
交
帳

・
當

の

座
帳
、
大

繭
帳
、
荷
物
渡
帳
、
金

銀
判
取
帳
」
只

大
壷

島
米
仲
買
商

巳

手
帳
、
帳
合
嚢
方
眼
、
帳
合
買
方
帳

勘
定
帳

差
引
帳

、優
台
帳

・
.

古
米
帳
、
濱
方
両
替
端
銀
暖
、
當
座
帳
、
客
方
勘
定
帳
・
大
祓
帳
・
金
銀
出
入
帳
口
争
か
備
ふ

うニ

帳

簿

の
記
入

く
是
等
帳
簿

の
記
入
恩
.、
費
買
者
墜
方

立
會

ひ

て
記

入
す

る
も

の
に
在
b

て
は
極

め
て
簡
輩

に
し
て
、
荷
主
費
商

人

に
謝
す

る
も
の

に
あ
り

て
は
精
細

ド
記
載
す

る
習
慣

あ
り

、
邸

ち
問
屋
の
費
帳

は
簡

に
し
て
買
帳

は
密
な
り
、

説

苑

我
國
在
來
の
商
業
帳
簿
.
.

第
十
二
巻

(第
五
號

一
二
.七
)

七
八
五

16)
17
18
19
20
21

徳川時代 商事叢書第三巻九一頁
同 一〇一 頁
同書一〇四頁
同書一〇六一〇七頁
同書一四八 一一 四九頁大

市販丈第 五巻 五九六 一五九.ヒ頁



■

,

蝋覗

諏苑

我
圃
[在
來
の
一間
業
礪舞

苗
即十
二
巻

(鱈夘五
號

「
一一八
)

七
八
幽ハ

而

し
て
記
帳

は
取

扱

ふ
者
之
を
な

し
、
大
商

店

に
在
り

て
は
計
算
及

び
記
帳

の
陀

め
帳
合
方
な

る
も

の
を
置
く
あ

り

、
街
ほ
大
幅
帳

の
み
は
主
人
又

は
番

頭
の
外
之
を
取

扱

は
し

め
す

厳
重

に
保
管
す

る
も

の
妙

な

か
ら
す
、

次

に

記
入
の
文
字

は
概

ね
漢
字

を
用

ひ
、

一
二
一二
五
⊥
八
十

の
如

き
数

字
は
萱
威
参
伍

陸
拾

を
以
て
し

、
叉
商
家

に
依
り

て
は
符
牒
を
用

ふ
る
も

の
多
し
。
(註
三
)

あ

や

し

あ

お

も

ら

も

(註
=
「)

特
徴
に
ば
通
り
特
徴
、
魯
鹿
狩
徴

の
二
種
あ
り
、

一
ば

一
般
用
符
牒
に
し
て
同
業
仲
間
組
合

に
於
て

一
般
に
通
用
す

ろ
符
牒
に
し
て
、

俗

に
之
な
「
通
り
符

牒
」叉
ば
「
仲
間
符

牒
」
乳
云
ひ
.
他
ば

一
家
特
.用
の
符
牒
に
し
て

一
家
商
向
に
限
り
用

ふ
る
も
の
に
し
て

・
俗

に
之
を

「
聴

店
符
牒
」
己
夫

ひ
、
仕
入
符
牒
、
賞
値
符
牒
、
正
康
符
牒
等
の
別
あ
り
。
而
し
て
此
時
代

[
般
商
人
が
符

牒
か
以
て
記
帳
ぜ
し
こ
ε
拭
天
保
新

政
録
に
市
中
取
締
掛

よ
り
名
圭

に
宛
て
た
る
通
蓮
な
見
れ
ば
自
ら
明
か
な
り
。
即

ち

天
保
十
三
年
十
月
朔
日
於
二
化
御
番
所

「
被
二
伸
渡

】
・

「
商
人
美
濃
世
柄

に
寄
、
符
牒
々
以
通
用
致
し
帳
面
等
㍊
置
候
故
元
直
段
も
取
調
方
差
支
自
ら
不
正
の
取
計
も
有
之
哉

に
相
聞
候

に
付
、総
而
商

陶

物

一晶
毎
に
正
札
付
に
致
し
、
帳
面
へ
も
元
直
段
彊
.値
段
筆
海
書
記
概
・
符
牒
相
月
候
儀
ば
致
間
敷
旨
名
圭
支
配
限
り
急
度
可
二
申
付
一候
」ミ

あ
り
。

ラ三

帳
簿

の
保
存
期

限

(
保
存

期

限
は
そ

の
帳
簿

の
性
質
鱗
葉

の
種

類
及
び

各
自

の
家

風

に
依

り

一
定

の
慣
例

な

し
ご
雌
も
町
前
掲

の
七

種
及

び
其
他

後
日

の
謹
櫨

ε
な

る

・
き
重
要

の
帳
簿

は
、
猥

り

に
塵
棄

せ
す

し
て
保
存

し
、
就

中
主
要

な
る
も

の

は
木
製

の
帳
面
を
作
り

て

一
々
之
を
納

む

る
も

の
め

れ
こ
も
、
多

く
は

二
三

年
間

之
を
保
存

せ
ば
漉
返

し
若

く
は

解
綴
し

て
屏

風
襖
子

の
裏
貼

に
充

て
或

は
之

を
焼
栗

せ
り
。
(註
巴

(註
四
V
保
存
期
間
の
]
例
々
示
ぜ
ば
、
呉
服
聞
屋
商
の
使
煙

し
帳
簿
の
丙
、
常
座
帳
に
五
箇
年
、
大
瀟
帳
+
箇
年
、
出
荷
帳
翌
箇
年
、
浮
貸

羽)古 事類 苑産業部 二巻三八 九頁、大阪市史第 五巻五四七 一五四八頁



'

ロ

幌
畳
箇
年
・
金
銀
出
納
帳

+
箇

筆
。
叉
薬
種
商
の
使
用
ぜ
し
帳
簿

の
丙
、
注
文
彊
上
帳
+
箇
年
遽
國
萬
掛
帳
ニ
レ
箇
年
、
荷
物
判

取
帳

二
+
箇

年
、
荷
物
積
付
帳
五
箇
年

、
荷
物
水

揚
幌
五
箇
年
、
仕
切
帳
五
箇
年
、
當
座
帳
五
箇
年
、
費
掛
帳

二
十
箇
年
、
書
出
留
帳

三
箇
年
、
限

々
差
引

艀
…三
箇
年
、
金
銀
列
取
帳

二
十
儒
　年
、
荷
物
判
取
帳
二
十
箇
年
.
常
座
画
聖
買
渡
判
取
帳

二
十
箇
峰
告

毒
劇
薬
判
取
帳

二
十
箇
坐
・、
浮
貸
幅
=

箇

ム

雫

待
命
帳

一箇
年
、
金
銀
出
入
帳
三
箇
年
、
賢
.物
帳
三
箇
年
、
買
上
帳
三
箇
年
、
梯
帳
三
箇
年
。
等
の
如
し
こ
錐
も
毎
戸
多
少
の
善
果
あ
る

ね
免
れ
チ
。

ラ四

帳
簿

の
裁

綴

く
帳
舞

の
裁
綴

に
二
種

あ
り

、
他
人

に
向

っ
て
後
日

の
讃

櫨

ε
な

る

べ
き
種
類

の
帳
簿

は
、
長
綴
裁

切
り

に
し
て

　
　

む

之
を
長
根
ε
稠
し
、
紙
片
を
増
減
す

る
こ
ε
能
は
す
、
そ
の
記
す

b
所
且
(實
居
る
べ
し
ε
推
測
し
得

る
の
裁
綴
方

な
b
、
叉
大
幅
帳
の
如
き
自
家
に
取
て
は
緊
要
の
帳
簿
な
り
・し
難
も
、
他
人
に
射
し
て
後
日
の
読
振

ご
な
り
得
ぎ

る
も
の
は
、
用
紙
を
四
折
に
し
、
二
十
枚
を
.一
綴
ε
し
、
之
を
数
+
綴
合
す
所
謂
袋
綴
方
を
用
ひ
た
軌
、
足
れ
大

む

む

幅
帳
を

一
名
袋
帳

堂

謂
ふ
所
以
な
り
。
尤

も
帳
簿

の
裁
綴

方
注
は
各
自
便

宜

に
依
り
敢

て

一
定

の
法
則

な
し
ε
難

も
(註
五
)
、
窪盲
奉
行
所
一に
於

て
其

謹
振

ε
認
む

る
場
A
口
.に
至

り

て
は

、
前

記

の
趣
旨

に
基

き
長
綴

に
非

ざ

れ
ば
採
用

せ
ざ
与

し
に
因
り
自
ら
此
.の
習
慣

を
な
せ
し

か
。
而

し
て
此

等
重
な

る
帳
簿

は
毎
年
新

調
す

る
を
普

通

`
し
、
商

家

に
於
℃
は
年
中

行
事

の

　
ε
し

て
毎

年
正
月
十

　
日
大

瓶
帳

を
綴
り
藏
開

き
を
祀

ひ
た
り
。
・(註
六
)、
(註
七
)

(註
五
)

他
方
凡
例
録
三
巻
に
ば
諸
帳
面
寸
法
の
事
な
規
定
し
て
曰
く
、

コ

・
郷
羅

馬

甥

植
七
天

分
組
中
雑

、
苧
墾

鰻

「
、
御
勤
護

壁

雑

喉

七
其

分
覆

程
村
、
綾

一
・
勢

轟

購

赫

奨

寸
毒

奨

障
子
、
小
暑

.

覗

苑

我
国
在
來
の
稟

舞

r
.

第
+
二
巻

(第
五
號

三

九
)

七
全

配

2詔)徳 川時代商業叢書一 〇四頁

24)同 書頁一 〇一頁
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'
r

'

読

苑

我
圃
在
来
の
商
業
帳
簿

第
†
二
奮

(第
五
號

=
二
〇
)

七
八
為

コ

ヒ

ヘ

ロ

セ

じ

も

モ

レ

一
、
村
鑑
大
概
帳
、
郷
帳
同
寸
、
綴
上
西
之
丙
折
紙

、
苧
縄
隻
紙
綴

ヘ

ラう

右
之
外
御
勘
定
所

へ
出
す
諸
帳
斯
寸
法
定
め
無
、
御
取
箇
帳
も
紙

は
西
之

内
、
袋
張
に
極
り
め
れ
共
寸
法
之
極
め

一1
な
し
」

ご
あ
り
。

ユ
ィ
フ
を
り

げ

詮

六
)

東
都
戯
事
記
に
「正
月
†
百

商
家
貨
買
幡
な
綴
ち
蔵
び
ら
き
な
帆
亀

"あ

71
。

　五

帳
簿

の
謬
撮
力

く
商

業
帳
簿

は
其
種

類

に
依

り
て
他
人

に
謝

し
讃
糠

こ
な

る
の
効
力

め
り
、
但

し
徳
川
幕

府

に
帳

簿

の
形
式
種
類

に

つ
き
別
に
規
定
命

令
す

る
所

な
く
、
殆

ん
ざ
放
任
主
義

を
探
り

た
れ
ご

も
、
訴
訟

に
就

き
て
は
當
時

の
慣
習

を

曾

重

せ
し
が
如

し
。
夫

の
金
銀
請

取
帳

、
荷
物
渡
帳

、
質

屋
轟

帳

の
如

き
其
印

象
を
押
用
す

る
も

の

、
讃
櫨
力

を

有

す

る
は
論
な

し
ξ
錐
も
、
自
記

の
も

の
を
以

て
他

人

に
謝
し
謹
棟

ε
な

る
も

の
は
、
常
座
帳

、
市
費
帳

、鰯

帳
、

費
上
帳

、
直
紙
帳
等

に

し
て
、
(註
七
)盛
行

醗
自
な
く
費
買

を

一
切
附

込

〔附

込
帳

)
(乱
入
)
み
た

る
も

の
は
捺
、印
な

き

も
読
振
物
件

ざ
し
で
、採
用

せ
り
、.
又
大
幅
帳

の
如
き
は
前

述

の
如

一
、
諸
鑑

を
総
括

し
緊

要

の
も

の
な

り
ε
難

も

、
畢
竟
自

家

に
於

て
緊

要

な
る
も

の

に
し
て
他
人

に
謝

し
て
は
謹
振

力
を

宿

せ
す

、
叉
貫
目
帳
升

廻

し
帳

或

は

水
揚
帳

、
藏

入
帳

の
如
き

に
至
り

て
も

、
そ
の
生

花
る
事

件

に
就

て
は
時

に
之
れ
が
調
抵

ご
な
る

の
効

力
を
有
す

る
も
の
.あ
り
。

(轄

)

大
阪
装

'、は
、
同
業
仲
間
の
取
引
滴

荘

舞

の
難

接

り
、
之
れ
に
記
載
し
た
・
も
の
ば
故
讐

述
ぺ
聾

ざ
る
㊨
曇
斡

る
効
力

々
存
ず
沁
習
慣
み
り
、
即
ち
魚
問
屋

-
青
物
聞
屋
、
材
木
聞
屋
等
の
市
膏
帳
及
び
堂
島
米
商
仲
買
の
手
帳
等
ば
そ
の
記
載
超
し

も
の
に

め

從
ふ
な
例
ε
ぜ
71
。

(
註
八
)

「
公
事
取
扱

」
に
ば

「
一
疋
の
寄
附
込
帳
に
∴
日

に
大
勢
幾
日
も
費
掛
公
費
物
の
順
に
附
込
候
事
故
印
形
無
之
ミ
も
取
上
濟

方
申
付
、

一

の

口

髭

.
両
人
の
費
目
亦
は
日
籔
隔
り
配
置
候
は
蹴
込
響

・申

に
而
は
無
之

に
付
無
二
取
上
噂ず

あ
り
。

25

}
26

27

28

古事類苑政治部三巻一Q七 二一一一Q七 三頁
同産業部二巻三八 九頁 、百家説林籔築燕石雑誌三巻 参照
大阪古史五巻 四八 ○頁
古事 類苑産業部 二の三八 九頁

、

、
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.
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以
上
の
如
く
江
戸
時
代
に
於
け
る
商
業
帳
簿

の
形
式
内
容
は
略
ほ
今
日
の
軍
式
簿
記
に
類
似
す
れ
こ
も
、
各
家

各
店
を

の
流
儀
を
異
に
し
、
多
数
の
帳
簿
を
備
ふ
る
も
各
帳
簿
は
個
々
分
立
し
て
互
に
相
關
嚇
す
る
所
な
く
、
從

て
帳
簿
整
理
上
最
も
必
要
な
る
突
合
せ
を
行

ふ
こ
ε
艦
は
ざ
る
が
故
に
、
蕗
記
重
記
あ
る
も
之
を
知

る
に
由
な
し
、,

加
之
其
主
要
帳
簿
ε
看
做
す

べ
き
當
座
帳
大
幅
帳

ご
雄
も
日
々
の
出
來
事
及
び
貸
借
の

一
部
を
示
す

に
止
ま
り
、

買
帳
費
帳
あ
る
も
軍

に
費
買
よ
り
生
す
る
割
盆
損
失
を
計
算
す
る
の
途
を
供
す

る
の
み
に
し
て
、
総

て
の
山
衆
事

を

一
帳
簿

に
纒
め
、
資
産
負
債
損
失
利
益
を

]
目
瞭
然
た
ら
し
む
る
も

の

　
も
あ
る
な
し
、
さ
れ
暖
貸
借
上
如
何

な
る
位
置
に
立
て
る
や
も
知

る
能
は
ず
、
因
て
來
る

べ
き
損
失
利
益
の
情
況
を
も
見
る
能
は
ず
、
負
債

の
資
産
.に

超
ゆ
る
甚
し
き
に
至
る
こ
ご
め
る
も
、
將
叉
損
失
の
利
益

に
過
ぐ
る
夥

し
き
に
至
る
こ
ε
あ
る
も
、
以
て
既
往
.に

鑑
み
將
來
を
戒
む
る
に
由
な
し
。
然
る
に
明
治
初
年
鰍
米

の
簿
記
法
を
官
騰
の
會
計
に
試
み
た
る
よ
り
漸
く
斯
法

に
關
す
る
醗
繹
書
出
で
(註
九
)
之
を
講
習
す
る
者
増
加
し
だ
れ
こ
も
未
だ
之
を
質
地
に
慮
用
す

る
ま

で

に

は
至
ら

す
、
明
治
大
年
大
賊
省
出
版

の
英
人

〉
濠
コ
し。
冨
a

著
銀
行
簿
記
精
義
出
で
、
銀
行
に
使
用
す

る
簿
記
は
之
に
よ

る
こ
ε
＼
な
り
し
ょ
り
漸
次
複
式
簿
記
法
世
に
行
は
れ
、
當
時
曾
肚
組
織
の
管
楽
は
概

ね
此
銀
行

の
組
織
に
準
じ

て
設
立
ぜ
ら

れ
だ
る
に
よ
b
、
其
帳
簿
も
多
く
は
此
銀
行
簿
記
法
に
準
じ
て
之
を
用
ふ
る
こ
ご
、
な
り
た
れ
ば
、

在
家
の
替
式
帳
簿
は
次
第

に
塵
れ
複
式
帳
簿

の
使
用
盛
な
る
に
至
れ
り
。
然
れ
ご
も
そ
の
之
を
用

ふ
る
は
官
職
若

く
は
銀
行
會
肚

に
し
て
疑
問
の
多
く
は
依
然
在
來
の
帳
合
法
を
用
ひ
た
b
。

明
治
十
年
前
後
よ
り
各
地

に
商
法
講
習
所
の
如
き
設
立
せ
ら

れ
、
簿
記
の
用
法
を
民
間
に
普
及
せ
ん
ε
圖
り
た

る
も
、
其
多
く
は

国
運
p
置

き
α
しn
富

斤8
コ
合
著
の
薄
詔
書
を
直
繹
叉
は
抄
課
し
て
之
を
紹
介
す
る
に
過
ぎ
ざ
り

俄

苑

我
國
在
来
の
商
業
帳
簿

第
+
二
港

(第
五
號

=
三
り〉

夫

力



ド

脱

苑

我
國
在
來
の
、商
業
帳
簿

第
十
二
巻

(第
五
號

「
三
二
)

七
九
〇

↓
か
ば
、
毫

も
直
接
に
民
澗

の
會
計
思
想
を
獲
達

せ
し
む
る
に
足
ら
ざ
り
き
。

其
後
泰
西
ε
の
交
通
頻
繁
ξ
な
り
、
商
工
各
種
の
企
業
纒
轡
の
獲
展

に
俘

ひ
、
從
來
の
商
業
帳
簿
に
て
は
錯
雑

紛
糾
せ
る
會
計
を
計
理
す
る
能
は
ざ
る
の
結
果
、
欧
米

の
簿
記
注
に
倣

ふ
着
金
多
き
を
加
ふ
る
に
至
り
し
ε
錐
も
、

今
尚
徳
川
降
代
の
大
幅
帳
制
度
を
墨
守
す
る
商
店
妙
な

か
ら
ず
。

・、

コ

(註
九
)

瀟
澤
塾

員

の
帳
合
之
法
1/
明
治
栄
華
二
月

に
鰻
免
ぜ
ら
れ
我
国
洋

式
簿
記
書

の
嚆
矢
な
り
。
但
し
維
新
以
前
既
に
長
崎
邊

に
外
國
の

鋤

殖
証
書

の
傳
に
り
し
こ
ε
ば
事
實
な
り
o

、

第
五

、
結

口

裏
之
、
我
國
に
於
て
は
元
明
元
正

の
比
よ
り
既

に
唐
制
の
帳
簿
存
し
た
り
ε
難
も
、
旨是
等
は
田
租
帳
戸
籍
簿
に

非
ざ
れ
ば
小
遣
帳
類
似
の
も
の
に
し
て
商
業
帳
簿

に
は
非
ら
す
、
室
町
時
代
の
末
葉
に
至
り
初

め
て
土
倉
帳

の
如

き

一
種

の
商
業
帳
簿
現
は
れ
た
り
ε
錐
も
只
皮
籍

に
残
影
を
止
む
る
の
み
に
し
て
共
形
式
内
容
を
窺
.
ふ

に
由

な

一
、
今
日
現
存

せ
る
最
古
の
商
業
帳
簿
は
徳
川
の
初
期
元
和
寛
永
年
間
の
も
の
な
り
、
而
し
て
徳
川
時
代
殊

に
元

藤
頃
に
至
り
て
普
ね
く

一
般
に
使
用
せ
ら
れ
だ
る
も
、
荷
古
因
襲
ε
農
本
商
末
主
義

ε
は
之
に
何
等
㊨
進
歩
改
頁

を
促
す

こ
ε
な
か
り
き
、
明
治
維
新
以
来
漸
く
欧
米
の
簿
記
法
輪
入
せ
ら
れ
て
よ
り
、
先
づ
官
廉
銀
行
に
洋
式
帳

簿
採
用
せ
ら
る
＼
に
至
れ
り
、
其
後
商
工
の
進
歩
蛮
展
に
件
ひ

一
般
商
肚
に
於
て
も
漸
次
之
を
採
用
す
る
も
の
増

加
す

る
に
至
り
た
る
も
、
今
猶
依
然
大
幅
帳
制
度
を
改

め
ざ
る
も
の
あ
り
て
、
管

に
鰍
沢
の
そ
れ
に
比
し
て
百
歩

を
輸
す

る
の
み
な
ら
す
、
支
那
に
比
し
て
す
ら
術
且

つ
大
に
遜
色
あ
る
の
歌
態

に
在
り
。

29)面 島津全集第三巻帳合斗去参照

30)国 民纒濟雑 誌第三Q巻 一號武藤學±論文 参照
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今
欧
米
に
於
け
る
帝
業
帳
鑑
…の
憂
遷

の
跡
を
視
る
に
v
其
形
式
上
に
於
て

　
枚
の
紙
片
が
数
片
の
手
擦
ε
な
り
恥

手
控
備
忘
録
が
帳
簿
ε
居
り
、
帳
簿
は
敬
冊
を
併
用
す

る
軍
式
ε
な
り
、
軍
式

は
之
を
元
帳

一
冊
に
蒐
む
る
複
式

巴
な
り
、
更

に
補
助
韓
を
併
用
し
て
数
冊
ε
な
り
、
俗
複
式
の
鉄
勲
を
補
正
せ
ん
が
た

め
に
帳
簿
組
織
の
上

に
種

々
の
改
良
加

へ
ら
れ
、
天
綴
合
帳
簿

に
代
ふ
る
に
非
綴
合
帳
簿
の
使
用
益
々
盛
ん
な
ら
ん
ε
す

る
の
氣
蓮
に
向
ひ

た
畜
の
み
な
ら
す
、
之
ε
同
時
に
世
人

の
帳
簿

に
封
ず
る
観
念

に
も
人
な
る
攣
化
を
來
せ
り
、
即
ち
原
始
的
帳
簿

が
輩
に
個
人
の
備
忘
の
具
だ
る
に
止
ま
り
し
も
の
が
、
漸

次
個
別
的
計
算
の
目
的
に
供
せ
ら
る
に
這
ん
で
は
、
躍

に
個
人
葡
見
地
よ
り
の
み
な
ら
す
取
引
の
相
手
方
の
方
面
よ
り
も
観
察

せ
ら

る
、
に
至
り
、
更
に
橡
式
制
度
の
獲

現
ざ
共
に
多
数
出
資
者
ε
の
交
渉
を
生
じ
、
有
限
責
任
制
度
の
結
果
は
債
遡
看

保
護
の
必
要
を
生
じ
、
殊

に
大
資

本
を
擁
す

る
株
、式
曾
耐

の
盛
衰
は
そ
の
影
響

下
る
範
團
廣
汎
な
る
が
た

め
、
商
業
帳
簿
は
最
早
帳
圭
の
個
人
的
見

地

の
み
よ
り
観
る
を
得
ざ
る
に
至
れ
り
、
即
ち
法
律
は
之
に
謝
し
て
帳
簿
作
成
井

に
保
存

の
義
務
を
命
で
る
.に
止

ま
ら
す
、
帳
簿
公
開

の
義
務
を
あ
要
求
す
る
に
至
れ
り
、
最
近
に
至
り
て
は
更
に
勢
働
問
題
物
償
問
題
等
凝
り
起
.

る
暴
利
返
戻

の
要
求
よ
り
し
て
、
商
業
帳
簿
を
肚
曾
全
鶴
の
見
地
よ
り
槻
察

せ
ん
ε
す

る
に
至
れ
り
。

な
　

然
る
に
我
国
在
京
の
商
業
帳
簿
は
如
何
、
殆
ん
ざ
之
を
自
然
の
獲
達
に
放
任
し
.
、商
家
の
備
ふ
る
帳
簿
は
其
撒

頗

る
多
き
も
其
間
何
等
の
系
統
な
く
、
記
入
の
内
容
は
粗
雑
に
し
て
再
三
重
複
し
馬
.從
て
輔
窩
頻
繁
な
る
の
結
果
・

は
時
間
を
徒
費
し
誤
謬
を
傳

へ
、
現
今
の
激
烈
な
る
商
戦
場
裡

に
馳
駆
し
て
錯
綜
せ
る
襲
業
の
牧
支
計
算
を
明
確

な
ら
し
む
る
に
適
せ
す
、
さ
れ
ば
吾
人
は
合
目
に
於
て
宜
し
一
欧
米
各
国
の
商
業
帳
簿
に
就
き
て
そ
の
組
織
制
度

を
究
め
、
彼
此
の
長
短
を
比
較
し
其
得
失
を
封
照
し
以
て
各
種
笹
葉

の
性
質
繁
閑
取
引

の
大
小
等
に
適
慰
す
る
の

法
式
制
度
を
樹
立
す

べ
き
な
り
。
(完
)
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